


市町村名 日置市 計画期間（※２）

目　　標　：（※３）

目標設定の考え方
地区の概要：

現状と課題

今後の展開方向等（※４）

日置市日吉地区活性化計画
令和7年度から令和10年度地区名(※１)

近年、日置市は、高齢化と後継者不足による耕作放棄地が増加し、基幹産業である農業の衰退が懸念されている。加えて、若い世代の著しい転出超過や鹿児島市のベットタウン化により、多様な産
業での労働者不足が深刻化しており、地域の活力低下も懸念されている。日置市日吉地区の基幹産業である農業を魅力ある産業とし、地域の活力を取り戻すためには、本計画による取り組みが急
務と考える。鹿児島県薩摩半島の中央部に位置する当地区は、鹿児島市街地とも近く、イベントや伝統行事で都市との交流がし易い。このような好立地であるのにもかかわらず、地域農産物を活用し
た6次産業化などの整備が不足している。また陶芸家や芸術家が集まる特色ある地区でありながら、この特色を活かしきれていないのが現状である。当計画で、基幹産業である農業を通した産業育
成、地域農産物の販売額増加、交流人口の増加、雇用促進を図り、地域活性化に繋がる地域づくりを推進し、農業と資源である芸術で当地区のブランド化を目指した総合的な地域活性化計画が必
要であると考える。

①地域農産物、地域特産物を活用した「農家レストラン・産直販売所」や地域の果実を利用した「クラフトビール醸造施設、果実加工施設」備えた「農業交流拠点施設」を整備し、観光客の誘引に積極
的に取り込み、地域の交流人口の増加、地域農産物等の販売額増加を図る。

②農業交流拠点施設を絵画教室、コンサート、ギャラリーなどに活用し、農業と芸術や文化と連携した新たな事業にて交流人口増加を図る。

計画の名称
１　活性化計画の目標及び計画期間

都道府県名

　第２期「日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略」では、市の基幹産業である農林水産業について、「担い手支援と7次産業化（6次+α）等の推進」を基本方向に定めている。本計画では、耕作放棄地を集約・
活用した果樹栽培を行い、果樹や地域農産物を利用した「農家レストラン・農産物加工所」を新設し、農業の6次産業化を狙う。また、生産した果実を原材料とする「クラフトビール製造施設」を備え、従来の農
産物加工品に加え、特色ある商品開発で地域の差別化を図る。また、市の一大イベントである「日吉路アート巡り」や「せっぺとべ」等の伝統行事では、例年地域外から多くの人が足を運び賑わうが、本計画で
は農業交流拠点施設としての機能を整備し、交流人口を活用した企画・運営を行い、農業振興と地域の活性化を目指す。日置市日吉地区の農業・農産物の魅力に触れる拠点、都市や観光客の交流拠点、
また新規就農支援拠点や関係人口・人材の育成拠点として、総合的な地域活性化を狙う。具体的な目標数値として計画前より令和10年度に地域農産物の販売額18,343 千円/年、交流人13,348人/年の増加
を目標とする。交流人口の増加、地域農産物の販売額増加などの取組みにより日置市日吉地区の農業活性化・地域活性化を図る。

　日置市は、薩摩半島のほぼ中央に位置し、総面積253.01平方キロメートルを有する第1次産業が主要産業の町である。人口６０万人の鹿児島市に隣接しており、東西に南九州西周り自動車道と国
道3号とJR、南北に国道270号があり、鹿児島市のベッドタウンとして位置づけられている。文化面では、妙円寺詣りや流鏑馬、せっぺとべに代表される歴史的な伝統行事や薩摩焼や泉質を誇る温泉
など、貴重な資源を数多く有している町である。日置市日吉地区は、日置市の中部に位置し、日本三大砂丘の一つ吹上浜を有する自然環境豊かな地区で、面積29.25平方メートルを有し日置市全体
の11.6％にあたる。その大部分は、農林地であることから、農業と漁業が主要な産業となっている。

鹿児島県 日置市日吉地区




































